
専門家としての教師の成長とは？(1)
―子どもの可能性をとらえる授業分析―

教科書：７章

◆◆教育実践記録の読み方・書き方　　　ーーー現代教育方法事典より 

【実践記録づくりの意義】教育実践研究を行う目的

　　　一つは＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿のため。

　　　二つには，＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿を高めるためである。

【実践記録が備えるべき要素】

　教育実践記録には，教師の＿＿＿＿＿＿＿＿＿過程と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿過程，

　さらに子どもたちの＿＿＿＿＿＿＿＿＿過程と＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿過程も書き込まれる必要がある。

【実践記録の書き方と読み方】

　教師の意識的内面的過程として，＿＿＿＿＿＿＿＿をどうとらえたか，どういう＿＿＿＿＿＿で働きかけたか，

子どもの＿＿＿＿＿をどう解釈し判断したか，どんな＿＿＿＿＿をもったか等がある。

　＿＿＿＿＿＿や＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿等，必ずしも自覚的ではないことも多い。

　分析者や教師仲間が実践者に＿＿＿＿＿＿＿が有効である。

　実践記録づくりでむずかしいのは，＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿の記録である。

　子どもの＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿過程の記録における＿＿＿＿や＿＿＿＿，＿＿＿＿等から，＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

を，どう解釈し判断できたかを記録する。　どのようにすれば＿＿＿＿＿・＿＿＿＿＿＿につながるかという，

＿＿＿＿＿をもって読むことが大切。（高田清）
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講義資料（学習マップ） 
「教師と子どもが育つ授業分析（１）」

A 教師が自分のことばをも
つ拠点としての授業分析 A1-1　

方法原理としての授業分析

１　実際に授業が展開されている教室に出かけて、観察と記録を行い、
２　教師や子どもの発言や行動をできる限り詳細に文字化した授業記録を作成し、
３　子どもや教師の個性的な思考のあらわれ方、その相互の関係などを解釈する。

A1

授業分析がもたらす意味

A2 A2-1　

する姿勢

A2-2　

する姿勢
A2-2-1　
　 教育の流行語の浸透の中で、そうした借り物のことばに安易に依拠して、自分の実践や目の前
の子どもたちの可能性や課題を語ってしまいがちな状況に流されずに、教師が自分のことばを
持とうとする

　　　　　　の形成の有力な基盤
A2-2-1-1　

授業分析の展開の方向性

A3

A2-2-1-2　

可能性

現状の問題点

（佐藤学）

　教師たちが実践を記録し語る言葉は、皮肉にも、最近３０年間の授業研究と専門用語
の普及のもとで、具体的で生々しい文脈から離れて抽象化し、実践の創造と反省に対
する想像力を失ってきたのではないだろうか。実際、教師たちが、自らの実践を一般
化して理論的に語れば語るほど、教室の出来事をリアルに語る言葉はやせ細り衰退し
ているように思われる

A2-2-2　
　 授業分析を提唱した重松は、既成の理論や概念、流行している理論によって、実践の事実を表
現する枠組みを与えられてしまうことを警戒し、教師一人ひとりが、
「自分自身の事実をとらえている立場を反省しながら、その事実についての論理的な考察を試
み、むしろ教育学の基礎を提供するという姿勢をとらなければならない」と主張した。

（重松鷹泰）A3-1　

A3-2　

A3-1-1　
日比裕による授業分析の課題
１　授業分析の実践的課題：
　よい授業を実現すること。教育実践の全体構造にもとづく授業の実現。
２　授業分析に固有の課題：
　きょうの授業を通してあすの子どもの可能性を具体的に構築すること
３　授業分析の理論的課題：
　子どもの可能性を表現する叙述方法の究明

硬直化／形式化した子どもに対する見方や働きかけ方→柔軟で豊かなものへと回復させること

授業研究に求められるもの

A4

A4-1　
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B 子どもの可能性の具体的把握と教師の視野

B1　

気持ち

実践の概要

B1-1　 問題解決の連続的過程

→

→

→

→

→

→

荻野教諭「教育実践ノート」

　日常的に子どもの言動や経験を記述

　→

　　　　　　　　　　　　　　　　の探究

　→

　　　　　　　　　　　　　　　　の省察

B2

B3
K男の成長と荻野教諭の把握

B3-1 K男の目につきやすい特徴

B3-2

K男の言動の含み込む、より多様な成長の可能性の発見と、それを発揮するための模索
荻野教諭によるK男のとらえ

１学期

２学期

教師の課題

B3-3
K男の成長への見通しないし期待
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